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  [

は
じ
め
に] 

 

昨
年
五
月
明
け
は
、
天
皇
の
生
前
退
位
・
即
位
礼
に
改
元
、
御
代
「
令
和
」
誕
生
に
十
連
休
の
祝
賀
行
事
に
と
、

世
間
は
わ
き
か
え
り
ま
し
た
。
「
令
和
」
は
全
国
民
か
ら
祝
福
さ
れ
厚
意
を
以
て
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
即
位
礼

正
殿
の
儀
、
大
嘗
祭
と
国
事
を
恙
な
く
済
ま
せ
、
国
民
等
し
く
輝
け
る
新
時
代
の
到
来
を
予
感
し
ま
し
た
。 

 

折
も
折
、
年
明
け
て
中
国
武
漢
発
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
に
上
陸
し
た
の
は
、
一
月
末
の
こ
と
で
す
。 

相
も
変
わ
ら
ぬ
人
間
行
動
力
学
へ
コ
ロ
ナ
君
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
人
類
社
会
へ
突
如
挑
戦
状
を
突
き
付
け
て
来
た

の
で
す
。
そ
の
後
感
染
症
の
猛
威
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
こ
こ
数
ケ
月
に
し
て
、
世
界
全
域
に
蔓
延
し
、
ク
ラ

ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
言
葉
が
飛
び
交
い
連
日
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
、
現
在
進
行
形
で
す
。 

 

そ
の
た
め
思
い
も
寄
ら
ず
、
私
も
新
年
会
の
出
席
を
最
後
に
、
そ
の
後
予
定
し
て
い
た
余
暇
活
動
は
全
て
中
止
、

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
自
粛
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
幸
運
に
も
次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
一
つ
実
現
し
ま
し
た
。
念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
完
成
さ
せ

こ
の
二
月
か
ら
、
娘
家
族
一
家
三
人
が
隣
地
に
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。 

 

振
り
返
る
一
年
、
今
日
を
大
切
に
メ
モ
し
た
凡
歌
を
後
拾
遺
集
の
小
冊
子
に
纏
め
て
み
ま
し
た
。 

令
和
二
年
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

詠
・
編
者 



 1 

[

賀
状
歌]  

 

   

 

 
 

 
 

落
日
の
記
念
会
堂
衣
替
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
紀
引
き
継
ぐ
早
稲
田
ア
リ
ー
ナ 

   



 2 

[
自
然
詠] 

初
雪
を
見
ぬ
間
立
春
わ
が
庭
の 

 

紅
白
梅
や
寒
気
和
ら
ぐ 

満
開
の
染
井
吉
野
に
粉
雪
が 

 

春
に
戸
惑
い
竦
む
花
び
ら 

関
東
は
四
月
連
日
底
冷
え
て 
 

寒
の
戻
り
か
名
残
雪
舞
う 

 

夕
方
の
お
散
歩
コ
ー
ス
六
千
歩 

 

上
る
石
段
蝉
し
ぐ
れ
聞
く 

強
風
を
南
面
に
受
け
通
過
待
ち 

 

十
九
号
が
伊
豆
半
島
に 

 
 

神
無
月
雨
の
晴
れ
間
の
地
鎮
祭 

 
駐
車
場
跡
安
全
祈
願 

歩
道
橋
上
り
下
り
に
一
苦
労 

 

跨
ぐ
道
路
の
景
色
一
服 



 3 

[

社
会
詠]  

七
度
目
の
亥
年
迎
え
た
こ
の
春
に 
 

元
号
代
わ
る
御
代
が
令
和
に 

 
 

賢
く
も
ご
即
位
の
礼
天
照
す 
 

皇
居
松
の
間
令
和
の
光 

令
和
初
国
賓
迎
え
先
ず
ゴ
ル
フ 

 

日
米
首
脳
新
ス
テ
ー
ジ
へ 

 
 

弥
縫
策
ひ
び
割
れ
亀
裂
埋
め
ら
れ
ず 

 

中
流
意
識
喪
失
社
会 

い
つ
の
間
に
タ
ッ
チ
タ
ッ
チ
が
幅
利
か
す 

 
 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波
追
い
風
に 

世
代
間
格
差
是
正
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

年
金
制
度
財
源
確
保 



 4 

強
国
の
軍
拡
競
争
過
熱
す
る 

 

Ａ
Ｉ
兵
器
チ
キ
ン
レ
ー
ス
に 

日
韓
の
断
絶
亀
裂
奥
深
か
く 

 

埋
め
ら
れ
ぬ
溝
歴
史
と
文
化 

中
国
の
海
洋
覇
権
目
に
余
る 

 

空
母
キ
ラ
ー
の
ミ
サ
イ
ル
兵
器 

頑
な
な
北
朝
鮮
の
挑
発
を 
 

誰
が
止
め
る
か
模
索
が
続
く 

民
主
化
が
問
い
直
さ
れ
る
香
港
の 

 

一
国
二
制
度
存
亡
の
危
機 

 

ミ
レ
ニ
ア
ル
舞
台
の
主
役
ア
ジ
ア
よ
り 

 

大
き
く
動
く
巨
大
な
民
意 

首
脳
た
ち
共
栄
圏
の
奪
い
合
い 

 
い
つ
ま
で
続
く
こ
の
政
治
シ
ョ
ウ 

非
核
化
か
制
裁
解
除
折
り
合
わ
ず 

 

米
朝
首
脳
思
わ
ぬ
誤
算 



 5 

 
 

 
あ
り
得
な
い
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
今
は
死
語 

 

格
差
社
会
の
助
長
を
煽
る 

少
子
化
と
長
寿
化
進
む
わ
が
国
で 

 

奇
策
は
あ
り
や
年
金
論
議 

止
ま
ら
な
い
列
島
各
地
ミ
ス
マ
ッ
チ 

 

見
え
て
進
ま
ぬ
地
方
創
生 

何
目
指
す
働
き
方
の
改
革
は 

 

正
規
不
正
規
溝
を
深
め
て 

 
 

 

相
模
原
伊
勢
丹
店
舗
閉
店
に 

 
地
域
振
興
担
い
手
消
え
る 

 
 

 猪
の
出
没
騒
ぎ
こ
の
師
走 

 

大
捕
物
に
街
は
騒
然 

 



 6 

 
 

本
塁
打
つ
づ
く
二
塁
打
三
塁
打 

 

安
打
大
谷
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト 

 
 

名
を
馳
せ
る
世
界
ラ
ン
ク
に
な
お
み
節 
 

全
豪
テ
ニ
ス
女
子
シ
ン
グ

ル
ス 

[

自
戒
詠] 

 
 

授
か
り
し
わ
が
人
生
の
終
焉
は 

 

大
海
原
か
山
の
彼
方
か 

偶
然
が
重
な
り
我
が
身
支
配
す
る 

 

今
を
生
き
て
る
自
分
に
感
謝 

 

歴
史
観
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
れ
ば 

 

目
盛
り
合
わ
そ
う
今
の
時
点
に 

他
人
事
と
思
い
し
こ
と
を
気
づ
か
ず
に 

 

廻
り
巡
っ
て
自
分
に
還
る 

 
 

 
 

 
 

ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
ー
プ
ラ
ニ
ン
グ
考
え
る 

 
人
生
百
年
時
代
に
向
け
て 



 7 

 
 

父
親
の
口
癖
だ
っ
た
合
言
葉 

 

三
代
続
け
ば
な
噛
み
し
め
る 

 
 

次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
鍵
と
な
る 

 

世
代
を
越
え
て
ど
う
棲
み
分

け
る 

 
 

 

バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
か
け
わ
が
身
振
り
返
る 

 

賞
味
期
限
の
空
し
さ
怖
さ 

差
し
迫
る
あ
の
世
へ
の
途
手
探
り
で 

 

兎
角
世
間
は
広
く
て
狭
い 

見
直
そ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を 

 

書
く
読
む
話
す
ツ
ー
ル
が
鍵
に 

弱
腰
が
逃
げ
腰
と
な
り
前
の
め
り 

 

老
躯
む
ち
打
ち
乱
れ
る
歩
調 

待
た
さ
れ
る
時
間
は
長
く
待
た
せ
て
る 

 

時
間
短
く
こ
の
世
の
習
い 



 8 

聞
い
て
み
て
分
か
ら
な
け
れ
ば
行
っ
て
み
る 

 

行
動
範
囲
狭
ま
る
中
で 

追
い
か
け
て
追
い
越
さ
れ
た
ら
追
い
越
し
て 

歩
幅
は
振
り
子
何
時
か
は

止
ま
る 

 
 

諭
し
た
い
人
の
心
を
傷
つ
け
る 

 

暴
言
禁
句
言
っ
て
は
な
ら
ぬ 

誰
に
で
も
迎
え
の
車
や
っ
て
来
る 

 

心
の
カ
ギ
は
か
け
忘
れ
ず
に 

[

家
族
詠] 

喜
寿
傘
寿
迎
え
て
か
ら
は
急
降
下 

 

夫
唱
婦
随
で
こ
れ
か
ら
の
日
々 

血
糖
値
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と
も
な
く 

 

効
く
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
頼
り
の
余
生 

係
り
付
け
医
療
機
関
の
選
択
は 

 

終
末
医
療
懐
刀 

 



 9 

 
 

目
の
黒
い
中
が
潮
時
お
迎
え
の 

 

車
待
つ
身
に
余
命
を
託
す 

 裏
通
り
歩
く
気
力
が
萎
え
る
と
も 

 

そ
れ
に
輪
を
か
け
方
向
音
痴 

 
 

上
洛
は
新
幹
線
で
お
彼
岸
会 

 

檀
家
信
徒
と
ご
先
祖
供
養 

夢
見
し
て
危
機
一
髪
の
展
開
に 

 

目
覚
め
思
わ
ず
胸
撫
で
下
ろ
す 

晴
れ
て
今
日
佑
奈
卒
業
社
会
人 

 

紅
白
梅
が
仄
か
に
香
る 

捨
我
精
進
学
園
の
丘
忘
れ
ま
い 

 
晴
れ
て
卒
業
教
旨
碑
を
背
に 

社
会
人
孫
の
佑
奈
は
第
一
歩 

 

自
ら
招
く
よ
も
や
の
試
練 
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遠
来
の
孫
と
戯
れ
ボ
ウ
リ
ン
グ 

 

投
球
の
度
手
足
が
痺
れ 

 
 

春
彼
岸
一
日
遅
れ
京
の
街 

 

息
子
家
族
と
座
談
ひ
と
と
き 

孫
広
場
鹿
沼
公
園
ゴ
ー
カ
ー
ト 

 

流
れ
る
汗
を
拭
う
間
も
な
し 

ラ
ラ
ち
ゃ
ん
は
室
内
犬
の
模
範
生 

 

躾
を
守
り
絆
深
め
る 

[

交
友
詠] 

還
暦
後
二
巡
り
し
て
干
支
亥
年 

 

熱
き
友
情
瞼
に
浮
か
ぶ 

 
 

カ
ラ
オ
ケ
は
馴
染
み
の
四
人
歌
広
場 

 

高
卒
同
期
忘
年
集
い 

 

過
ぎ
去
り
し
日
々
の
思
い
出
語
ら
い
が 

 
延
々
続
く
永
楽
俱
楽
部 
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バ
ン
ケ
ッ
ト
最
後
の
集
い
暑
気
払
い 

 

稲
門
の
友
和
む
昼
席 

会
席
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
池
袋 

 

平
成
令
和
世
代
跨
ぎ
で 

久
遠
会
乾
杯
音
頭
指
名
受
け 
 

今
昔
の
感
思
い
を
込
め
る 

 
 

別
れ
際
交
わ
す
握
手
に
温
も
り
と 

 

余
韻
が
流
儀
ま
た
逢
う
日
ま
で 

[

余
暇
詠] 

花
冷
え
の
上
野
の
お
山
美
術
館 

 

お
花
見
客
を
分
け
て
参
観 

 
 

雑
踏
を
抜
け
て
銀
座
は
裏
通
り 

 
画
廊
訪
ね
て
和
む
一
時 

 
 

夏
休
み
早
直
一
家
の
里
帰
り 

 

歴
史
の
ロ
マ
ン
ル
ー
ツ
散
策 
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折
節
に
万
葉
集
を
紐
解
き
て 

 

古
代
を
偲
び
現
世
に
光 

 

 
 

芋
煮
会
健
康
テ
ニ
ス
お
仲
間
と 

 

秋
の
陽
伸
び
る
杉
本
農
園 

 
 

梅
雨
空
を
疎
ん
じ
自
模
る
四
暗
刻 

 

親
荘
の
役
満
心
が
晴
れ
る 

 
 

 

誘
わ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
に 

 

広
場
で
振
り
子
一
汗
か
い
て 

 
 

背
泳
ぎ
と
水
中
ウ
オ
ー
ク
二
往
復 

 

平
成
楽
日
横
山
プ
ー
ル 

 

気
ま
ぐ
れ
の
春
の
嵐
に
煽
ら
れ
て 

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
届
か
ず 
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満
開
の
ツ
ツ
ジ
の
花
が
お
出
迎
え 

 

心
う
き
う
き
健
康
テ
ニ
ス 

 
 

 

夏
モ
ー
ド
さ
わ
や
か
交
流
テ
ニ
ス
会 

 

楽
し
む
シ
ル
バ
ー
男
女
百
人 

古
傷
を
痛
め
な
が
ら
も
直
向
き
に 

 

晩
年
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
通
う 



      

 

凡
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詠
・
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郡
司 

直
智 

  

初
版
発
行 

令
和 

二
年
五
月
三
一
日 

郡
司
直
智
（
ぐ
ん
じ
・
な
お
ち
） 

 

著
作
品 

 

『
東
西
二
大
国
讃
歌
集
』
一
九
九
五
年 

 

『
わ
が
早
稲
田
ア
デ
イ
ザ
デ
イ
ズ
』
一
九
九
七
年 

 

「
母
タ
カ
遺
稿
短
歌
集
」
二
〇
〇
五
年 

 

「
テ
ニ
ス
と
短
歌
」
二
〇
〇
九
年 

（
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ラ
ブ

三
○
周
年
記
念
誌
分
担
執
筆
） 

 

「
わ
ら
べ
会
（
歌
日
記
）
ア
デ
イ
・
ザ
デ
イ
ズ
」 

二
○
一
八
年 

 

「
凡
百
凡
歌
」
第
一
集
～
第
二
一
集
（
一
九
九
八
年
～
二
〇

一
九
年
） 
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